
も�な�く�子�ど�も�た�ち�は�上�手�に�使�い�こ�な�す�よ�う�に�な�り�ま�

し�た。�

　その後，�市内の小学生を受け入れ，�教育ファームと�

い�う�農�業�体�験�活�動�に�発�展�し�て�お�り�ま�す。７�月�の�田�の�

草取り時には，�主任の先生から�「�田植え後から，�子ど�

も�た�ち�が�と�て�も�落�ち�着�い�た�学�校�生�活�を�送�る�よ�う�に�な�

り�ま�し�た，お�礼�申�し�上�げ�ま�す。�」と�い�う�こ�と�を�言�わ�

れ，自�然�の�も�つ�力�は�子�ど�も�た�ち�を�暖�か�く�包�み�込�む�と�

いうことを実感いた�し�ま�し�た。�

　核�家�族�化�が�進�み，伝�統�行�事�や�伝�承�料�理�が�失�わ�れ�つ�

つ�あ�る�現�在，今�一�度，先�人�た�ち�が�築�き�上�げ�て�き�た�

「技」�や生きる�「術」�を再認識�し�，�し�っかりと受けと�

め�次�世�代�へ�と�継�承�す�る�こ�と�が，現�代�の�農�業�の�も�つ�可�

能�性�の�広�が�り�に�つ�な�が�る�こ�と�と�感じ�て�お�り�ま�す。ま�

た，こ�の�こ�と�が�教�育�の�役�割�で�は�な�い�か�と�思�っ�て�お�り�

ます。�

　こ�れ�ま�で�の�13年�間�の�体�験�活�動�の�中�で，先�生�や�親�た�

ち�の�経�験�や�体�験�の�無�さ�を�目�の�当�た�り�に�し�た�時，先�生�

方には，�第一次産業のもつ教育力や自然と共�生�し�，�何�

もないところから作り出す�「�知恵」�や�「�技術」�を習得�

し�，学�校�教�育�の�さ�ら�な�る�充�実�を�図�っ�て�欲�し�い�と�強�く�

願っております。�

　�

むすびに�

　今，�教育現場は課題が山積�し�ております。�先生方に�

は，第�一�次�産�業�へ�の�関�心�と�教�育�的�価�値�や�多�面�的�機�能�

の�意�義�を�理�解�し�て�い�た�だ�く�こ�と�が，学�習�指�導�要�領�の�

基本理念である�「�生きる力」�の育成に向けた第一歩に�

なると思っております。�

は�じ�めに�

　今�日，農�業�に�関�わ�る�こ�と�が�テ�レ�ビ�や�新�聞�・�雑�誌�な�

ど�さ�ま�ざ�ま�な�と�こ�ろ�で�広�く�取�り�上�げ�ら�れ�る�よ�う�に�な�

りま�し�た。�

　私�は，平�成�９�年�よ�り�小�学�生�以�下�の�子�ど�も�を�も�つ�親�

子�連�れ�を�対�象�に�農�村�生�活�体�験�塾�を�開�設�し�て�お�り�ま�す。�

当初は，�好奇の目で見られることもありま�し�たが，�最�

近は，�父親の参加も多くなり，�農業への関心の深まり�

を感�じ�ております。�

　こ�う�し�た�中，平�成�20年�３�月�に�新�し�い�学�習�指�導�要�領�

が告示され，�移行措置を経て，�平成24年から全面実施�

されることとなりま�し�た。�

　今回の改訂は，�「�生きる力」�をはぐくむという学習�

指�導�要�領�の�基�本�理�念�を�実�現�す�る�た�め，自�然�体�験�や�職�

場�体�験�活�動�の�充�実�を�目�指�し�て�お�り�ま�す。こ�う�し�た�中，�

中学校�「�技術・家庭科」�の中で�「�生物育成に関する技�

術」�の必修を知った時，�11年前に訪れたスウェーデン�

の保育園の情景が鮮明に思い出され�ま�し�た。�

　�

農の力を信�じ�て�

　農�村�生�活�体�験�塾�を�開�設し�て�２�年�目，埼�玉�県�女�性�海�

外�派�遣�団�員�の�一�人�と�し�て，ス�ウ�ェ�ー�デ�ン�の�公�営�保�育�

園�を�訪�問�し�た�際�に，ま�ず�目�に�と�び�込�ん�で�き�た�の�が�壁�

に�掲�げ�て�あ�る�50㎝�位�の�三�角�形�の�鋸�と�木�槌�な�ど�の�大�工�

道�具�で�し�た。日�本�の�小�学�校�で�は�小�刀�な�ど�の�使�用�は�禁�

止�な�の�に，そ�の�光�景�に�大�き�な�衝�撃�を�受�け�て�帰�っ�て�参�

りま�し�た。�

　そ�の�衝�撃�的�な�体�験�以�来，私�の�塾�で�は�ス�タ�ッ�フ�と�一�

緒�に�幼�稚�園�児�に�も�包�丁�や�鋸，稲�刈�り�鎌�な�ど�安�全�に�配�

慮�し�な�が�ら�使�用�さ�せ�て�お�り�ま�す�が，幸�い�大�き�な�怪�我�

ハギワラ　サ�ト�ミ�
　ファームイ�ン・さぎ山代�表。平成９年よ�り親子を対象に�農作業および�農村生活を体験�させるグリーン�ツーリズムを�始める。平成13年に�「子供農業体�

験活動コンク�ール2001」農林水産�大臣賞を受賞。�平成20年，21年と教育ファームモ�デル実証地区に�て小・中学生の�農業体験を受�け入れている。�
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に終始�し�ていたためと反省する。そのため，�

生徒が試行錯誤�し�ながら粘り強く「ものづく�

り学習」をつくりあげていく授業への転換が�

急務である。また，生徒の思考力・判断力を�

育成するには豊かな言語環境に根ざ�し�た授業�

にする必要がある。今回の改訂では全教科で�

このことが明記された。技術科教師への最大�

の課題はこう�し�た授業の改善にあると考える。�

③生徒の変容を確実に見取る評価方法の確立�

　一般に，技術分野の学習評価は「観点別絶�

対評価基準」に基づいて行われている。この�

評価基準は「評定」に傾斜�し�ており，生徒個�

々の学習態度や作品等の完成度等の表面的な�

評価基準で実施されていることが多い。その�

ため，授業の中で育てたい力が個々にどの程�

度習得されているかを見取る評価が必要とな�

る。スタンダー�ド�準拠評価法などを取り入れ�

たり�し�て，児童生徒の到達度を確実に評価す�

る方法を早急に確立する必要がある。�

　�

3．新たなものづくり学習の実践から�

　本校と校区の長沢・荒沢小学校３校は，文�

部科学省教育研究開発学校の指定を受け，今�

年度，小中学校一貫�「ものづくり学習の時間」�

の最終研究年度をむかえた。技術・家庭科の�

直接的な研究ではないが，本教科経営改善の�

視点から研究内容の概要を紹介する。�

①�「�も�の�づ�く�り�学�習�の�時�間」の�単�元�開�発�を�行�

うための2つの教育課程基準表の作成�

・義務教育９年間を発達段階と連続性を考慮�

し�て小１～２，小３～４，小５～中１前半，�

中１後半～３の４�レ�ベルに区分する。�

・知識基盤社会におけるものづくりの基盤と�

なる能力を�「技術活用能力」�「エネルギー・�

環境活用能力」と「キャリア発達能力」と�

規定する。この３つの能力を児童生徒が生�

涯にわたって習得�し�ていくために必要な自�

己学習能力を「創成力」と�し�て授業で育成�

し�ている。�

・上記の３能力と「創成力」それぞれの構成�

内容を明示�し�て，４�レ�ベルごとに到達目標�

と新�し�い知識・技術の内容を発達段階を踏�

まえて表示�し�た２つの教育課程基準表を作�

成�し�単元構成に役立てる。�

②連続�し�た9年間の単元構成と授業の創造�

・義務教育９年間を見通�し�，区分�し�た４�レ�ベ�

ルにおける連続�し�た単元構成となるよう，�

主たる特徴を明示�し�た教育階梯と�し�て一覧�

表にまとめ，単元開発のよりどころとする。�

・三条市とりわけ下田地区の「ひと�・�もの�・�こ�

と」とかかわらせたものづくり活動を中核�

とする単元を３校合同の授業分析などから�

検証�し�て実効ある単元構成と授業の改善を�

行う。�

・各教科・領域との関連を明確に�し�，教科横�

断的で探究的なものづくり学習が展開され�

るよう，学年別年間カリキュラム一覧表を�

作成�し�て連続�し�た９年間のものづくり学習�

となるように位置付ける。�

③�「�創�成�力」を�高�め�る�た�め�の�学�習�過�程�の�工�夫�

と評価方法の改善�

　児童生徒が問題を解決するために，見通�し�

や手順を大切に�し�た計画・実践・評価・改善�

と�い�う�学�習�過�程�を�活�用し�，�「ひ�と�・�も�の�・�こ�

と」とかかわりながら，よりよい方法を見つ�

け追究�し�ていく生涯学習力を「創成力」と規�

定�し�，授業を通�し�て育成�し�ている。�

・探究的な学習活動が継続�し�て行われ，�「創成�

力」�を効果的に高めるために，�PDCAサイク�

ルを取り入れた動機―計画―実践�（改善）�―�

評価の学習過程によるものづくり学習を教�

育課程基準表に即�し�て組織・展開する。�

・学習者に学習到達目標と評価基準を明確に�

させ，自己内対話と表現力を高めるための�

ポー�ト�フォリオ評価法を学習過程に効果的�

に取り入れる。これにより児童生徒の学習�

状況と変容の過程を把握�し�て学習成果を評�

価�し�，�「書く」表現力をも高めている。�

・ポー�ト�フォリオ評価法とともにスタンダー�

ド�準拠評価を取り入れ，教師のみならず児�

童生徒・保護者が活動事例から簡便に学習�

評価�し�合える手立て・方法に整える。�

　最後に，来る11月20日の研究発表会に参加�

をいただき，厳�し�いご批正をお願い�し�たい。�
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1．学習指導要領の改訂で注視すべきこと�

　今回の学習指導要領改訂は，教育基本法の�

改定などを受け�「教科経営の改善」�「教科経営�

能力の向上」が最大のポイン�ト�であると考え�

る。本教科とりわけ技術分野においては，持�

続可能な社会における「ものづくり」教科と�

し�ての新たな経営のあり方・方法を抜本的に�

改善�し�ようとする意向が強く読み取れる。�

　これまでの�「情報」�の内容が減り，�「ものづ�

くり」の重みが増�し�たことが大きな特徴であ�

る。�し�か�し�，学校現場ではもっぱら「生物育�

成」や「プログラムによる計測・制御」など�

新規に必修となった内容のみに目が向けられ�

ている。それよりは「技術の適切な評価・活�

用」の記述にこそもっと注目�し�，その真意を�

くみ取らなければならないと考える。�

　�

2．教科経営改善に向けた3つの課題�

　新学習指導要領の総則では，来るべき「知�

識基盤社会」における活動の基盤となる「新�

し�い�知�識�・�情�報�・�技�術」が�重�要�と�さ�れ�て�い�る。�

それらの基礎的・基本的な知識・技能を見直�

し�て，児童生徒が確実に習得�し�ていくことを�

強調�し�ている。�

　これに加えて技術分野では，�「技術を適切に�

評価�し�活用する能力と態度を育てる」ことが�

求められ，そのためには教科経営を社会の変�

化を見据えたうえで改善�し�ていく必要がある。�

その視点は次の３点に集約される。�

①知識基盤社会に対応できる力を育成する教�

科指導計画への改編�

　これまでの教科観や題材観に固執せず，知�

識基盤社会で有用とされる新たな能力を厳選�

し�，その能力を支える基礎・基本の習得を中�

心に据えた指導計画を作成できる教師力が求�

められている。これからのものづくりでは，�

「技術活用能力」�と�「エネルギー・環境活用能�

力」が中心となると確信する。�

②思考力・判断力等を高める授業への改善�

　最近の技術分野授業は深み・重みに欠ける�

傾向にあるように思われる。その主たる原因�

は，コン�ピ�ュータ操作を伝達するだけの授業�
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